
人権作品表彰式

倉敷西公民館で小中学生人権作品表彰式を行いました。
西中学校区の児童生徒から応募のあった56点の中から

９点が優秀賞を受賞しました。
当日，子どもたちは大勢の保護者や地域の方々に見守

られながら，心を込めて作品を朗読したり作品への思い
を発表したりしました。

また，都合により出席できなかった児童・生徒からは
メッセージが届き，紹介しました。

【表彰を受ける優秀賞受賞者】

倉敷西小学校 ６年 杉原 初依 中 老 西
「人権といじめのつながり 洲 松 中

・伝えたいこと」 小 小 学
学 学 校

万寿小学校 ６年 高橋 愛 校 校 二
「私の忘れない思い出， 二 六 年

組み体操2013 友情とは」 年 年

西中学校 ２年 佐藤 琴音 守 大 河
「いじめについて 谷 橋 上

もっと考えよう」
七 颯 航
季 一

郎

老松小学校１年 山田 瑚桃 西中学校３年 河野 菜月

中洲小学校４年 出原 歩実 （敬称略）
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西中ＰＴＡ人権教育講演会
西中学校

川崎医療福祉大学より重松孝治先生をお迎えし，『心のバリ
アフリー ～障がいって何だろう～』と題して教育講演会を開
催しました。

重松先生はご自身の小学生時代の体験や特別支援学校に勤務
しておられた頃の生徒との交流を通して感じたことなど，豊富
な経験をふまえてお話をしてくださいました。

講演を聴いた中学生の感想を読むと，自分たちの言葉や行動
が知らず知らずのうちに障がいのある方への差別や偏見になっ
ていることに気づくことができたようです。重松先生の講演を
機会に，「バリアフリー」の本当の意味について，保護者や教
職員も考え，人権意識を高めていきたいと思います。

【重松孝治先生】
【参加者の感想から】(一部抜粋)

○重松先生が伝えたいことを，ご自身の実体験をもとにお
話しされていたので，とても説得力があった。「私たち
にとっての親切は，もしかしたら障がいのある人にとっ
ては冷たくて苦しいことなのかもしれない」というお話
を聞いて，「障がい」ということを上辺だけでしか考え
ず，すべてを理解したようになっていたことに気づきま
した。

○障がいのある人に出会った時には，その人たちの味方に
なり応援することが僕たちにもできるんじゃないかなと
思いました。

【生徒と一緒に聴きました】

老松幼稚園

老松幼稚園で，地域の人と一緒に焼き芋パーティーをしまし
た。サツマイモは，当日までに子どもたちが収穫したもので，
様々な大きさや形のサツマイモがありました。

年長さんは，年少さんや“ももっこさん”(未就園児)のため
に，お店を開くことを決めて，友達と「どんなお店にしようか
な。」と相談しながら準備をしてきました。

パーティー当日は，朝から新聞紙やアルミホイルでサツマイ
モをくるんだりお店の準備をしたりして，おいしい焼き芋がで
きるのをみんなで楽しみに待ちながら過ごしました。

【お芋を灰の中に入れます】

できた焼き芋は，お店屋まで買いに来てもらいました。緊張している子もいましたが，チケ
ットと焼き芋を交換し，年長さんから上手に焼き芋をもらっていました。甘くておいしい焼き
芋をお腹いっぱい食べて，さらに元気になりました。

【ももっこさんが来ました】【いらっしゃい開店しました】
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楽しかったよ！

三世代ふれあいもちつき大会
万寿小学校

万寿学区の地域の方々(園児・小学生・中学生・保護者・老人会等)が，ふれあえる活動とし
て，「三世代ふれあいもちつき大会」がありました。

子どもたちは，地域のお年寄りやお父さん・お母さんに，もちのこね方，つき方やまるめ方
のこつを教えてもらいながらもちつきを楽しみました。最初はとまどっていましたが少しずつ
慣れ，周りからほめられ充実した表情を見せていました。うまくできてガッツポーズをする子
もいました。

愛情がいっぱい詰まったできてのおもちはたいへんおいしく，みんな笑顔で食べていまし
た。

もちつきの他，ペタンクや輪投げも行われ，子どもたちは，地域のいろいろな方とのふれあ
いを楽しみながら，様々な体験をすることができました。帰る時の満足そうな顔がとても印象
的でした。

【もちつきに挑戦】 【うまく丸められるかな？】

中洲小学校

本校では，PTA人権教育の一環として親子読書に取り組んで
います。参観日や一日学校公開日を利用して，全学年で保護
者と一緒に同じ文学作品を読み，人権課題について考える機
会をもち，互いの考えを深めています。

土曜参観では，６年生が「からすたろう」の作品を読み合
った後で，保護者のみなさんと意見交流をしまた.

その後に関連する文学作品を一緒に読み合う活動も取り入
れました。保護者のみなさんからは，事前に課題を提示され
ているので参加しやすいという意見が聞かれました。

今後も，みなさんがより参
加しやすくて人権課題にせま
れるように工夫していきたい
と思います。

 からすたろうを読んだよ 
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第１１回 西中学区｢ふれあいウォーク｣開催
～絆を深め地域のなかで子どもを育てる～

西中学校区青少年を育てる会

秋晴の中，第11回『ふれあいウォーク』が開催されました。
今年は過去最多の 334名の申し込みとなりました。

参加者は酒津公園をスタートして酒津散策コースと水江渡し
コースに分かれ，地域の文化や紅葉した景色を楽しみました。

船穂・真備地域を結ぶ新架橋開通により存続が心配される
「渡し」では，渡し船からの素晴らしい景色を特別な思いで鑑
賞しました。

汗をかいてゴールした後のお楽しみは「力うどん」。地域の
方々の協力でおいしい料理ができ上がり, あっという間に完食 【船で渡ったよ】
となりました。

道中の安全を見守ってくださった方々，「がんばって！」と
声をかけて応援してくださった方々，「おいしく召し上がれ」
と調理してくださった方々など地域の方々に大切に思っていた
だいている幸せを実感する機会となりました。

地域の方々とふれあうことで郷土をより深く知り，愛し，こ れ
からも，この良い環境を守っていきたいと思える一日でした。

【力うどん，おいしかった】

老松学区町内会婦人部研修会
ボランティア団体「テークハート」の安藤美江さんをお迎え

し，『～大切な人のために～ 乳がん体験者があなたに伝えた
いこと』と題し，講演会を開催しました。

安藤さんは，写真や図，そして自作の模型なども使って，経
験者しか感じないことを，わかりやすく明るくお話をされまし
た。お話の根底には「命の大切さ」が感じられ，50人以上の参
加者は，熱心にお話を聴きました。

【参加者の感想】
がん体験者の方のお話が聴けてよかったです。「命の大切

さ」がよく分かりました。大変よかったと思います。

第２回人権教育講演会
元倉敷市教育委員会ＮＥＴトロイハーツ・ベンジャミンさん

の講演を聴きました。平成19年に来日し，市内の小中学校に勤
務，そして最近では８ヶ月かけて東南アジア10ヶ月の歴史や文
化を学ばれ，その経験に基づくお話でした。

【参加者の感想】
今の世の中は，昔に比べては差別が少ないと思っていたが，

まだまだ差別があることが分かりました。在日外国人も日本で
暮らしていたら同じ仲間です！色メガネを外して，その方たち

に接することが大切。ちなみに私の実家の方は，在日韓国人の方が多く住むところです。彼ら
も同じ「仲間」。友人の中には国籍が韓国の人もいます。いろいろな国籍の方と「共に生きて
いく」ことが大切なのではないでしょうか。人間として！！
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